
別添 —— 2022国家安全保障戦略における関連箇所の抜粋  
 

軍縮外交 

「我が国周辺における核兵器を含む軍備増強の傾向を止め、これを反転させ、核兵器による威嚇等の

事態の生起を防ぐことで、我が国を取り巻く安全保障環境を改善し、国際社会の平和と安定を実現す

る。そのために、軍備管理・軍縮・不拡散の取組を一層強化する。具体的には、唯一の戦争被爆国とし

て、『核兵器のない世界』の実現に向けた国際的な取組を主導する。北朝鮮、イラン等の地域の不拡散

問題も踏まえ、核兵器不拡散条約（NPT）を礎石とする国際的な核軍縮・不拡散体制を維持・強化し、

現実の国際的な安全保障上の課題に適切に対処しつつ、実践的・現実的な取組を着実に進める。 」 

 

非核三原則 

「平和国家として、専守防衛に徹し、他国に脅威を与えるような軍事大国とはならず、非核三原則を堅

持するとの基本方針は今後も変わらない」 

 

日米同盟・米国の拡大抑止 

「拡大抑止の提供を含む日米同盟は、我が国の安全保障政策の基軸であり続ける。」 

「核を含むあらゆる能力によって裏打ちされた米国による拡大抑止の提供を含む日米同盟の抑止力と

対処力を一層強化する。」 

 

中国との軍備管理・軍縮 

「中国の急速な軍事力の強化及び軍事活動の拡大に関しては、透明性等を向上させるとともに、国際

的な軍備管理・軍縮等の努力に建設的な協力を行うよう同盟国・同志国等と連携し、強く働きかける。

そして、日中間の信頼の醸成のため、中国との安全保障面における意思疎通を強化する。加えて、中

国との間における不測の事態の発生を回避・防止するための枠組みの構築を含む日中間の取組を進

める。」 

 

北朝鮮の核問題 

「北朝鮮による核・ミサイル開発に関しては、米国及び韓国と緊密に連携しつつ、地域の抑止力の強

化、国連安保理決議に基づくものを含む対北朝鮮制裁の完全な履行及び外交的な取組を通じ、六者

会合共同声明や国連安保理決議に基づく北朝鮮の完全な非核化に向けた具体的行動を北朝鮮に対し

て求めていく。また、日朝関係については、日朝平壌宣言に基づき、拉致・核・ミサイルといった諸懸案

の包括的な解決に向けて取り組んでいく。」 
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